
© SEIKO EPSON CORPORATION 2013. All rights reserved.

2013年 3月14日

代表取締役社長

碓井 稔

SE15後期 新中期経営計画 説明会

（2013～2015年度）

SE15後期 新中期経営計画 説明会

（2013～2015年度）



© SEIKO EPSON CORPORATION 2013. All rights reserved.

将来見通しに係わる記述についての注意事項

本説明資料における表示方法

本説明資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、公表時点で入手可能な情報に基づく将来

の予測であり、潜在的なリスクや不確定要素を含んだものです。

そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された見通しと大きく異なる結果となり得ることを

ご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる要素としては、日本および海外の経済情勢、市場に

おけるエプソンの新商品・新サービスの開発・提供とそれらに対する需要の動向、価格競争を含む他社

との競合、テクノロジーの変化、為替の変動などが含まれます。

なお、業績等に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。

数値： 表示単位未満を切り捨て

比率： 千円単位で計算後、表示単位の一桁下位を四捨五入
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１．SE15前期／後期 中期経営計画の振り返り

8,900 10,0009,4009,7369,85311,224 8,779

350246327182

700
470

-15

1.8%
3.4% 2.8% 3.9% 5.0%

7.0%

-1,113 -197
50102

売上高

営業利益

当期利益

（億円）

FY08 FY09 FY10 FY11

EUR 1＝
100.53円 85.72円92.85円
143.48円 131.15円 113.12円

USD 1＝ 79.08円
108.98円

FY12
計画

75.00円
100.00円

FY13
目標

FY14
目標

75.00円
95.00円

75.00円
95.00円

8,500

180

-150

前期中計 後期中計

SE15 長期ビジョンに基づく成長戦略推進

事業構造の改革、ポートフォリオの組み換え
戦略の方向性は堅持
売上高成長前提の計画
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１．SE15前期／後期 中期経営計画の振り返り

■SE15後期 中期経営計画(2012～2014年度)

売上高成長を伴う利益成長計画の前提の読み違え

⇒ 景気・市場動向・計画達成の時間軸など

⇒ オペレーション上の課題の顕在化

⇒ 新規領域開拓における事業環境の認識

中期計画一年次(FY2012)の大幅な業績未達

個々の戦略は着実に進展

⇒ 既存事業領域での未開拓分野進出とビジネスモデル転換

⇒ 新規事業領域で投入した製品には成果が出始めている
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エプソンは、省・小・精の技術を究め極めて、
プラットフォーム化し、強い事業の集合体となり、
世界中のあらゆるお客様に感動していただける
製品・サービスを創り、作り、お届けする

２．SE15後期 "新"中期経営計画の位置づけ

長期ビジョン

「SE15」
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２．SE15後期 "新"中期経営計画の位置づけ

「SE15」目標指標
2015年度には、売上高成長を前提として、

ROS:10%、ROE:継続的に10%以上を目指す

SE15前期 中期経営計画 （2009～2011年度）

利益体質へ転換し、成長に向かう

SE15後期 中期経営計画 （2012～2014年度）

SE15に向け、実行を加速する

見直し
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２．SE15後期 "新"中期経営計画の位置づけ

めざす企業像

プロフェッショナル向けを含む

新しい情報ツールや設備をクリエイトし

再び力強く成長する企業

コンシューマ向けの
画像･映像出力機器中心の企業

現在

SE15後期

新中期計画
(FY13～15)

FY2015

次期中期計画
(FY16～18)

既存事業領域の転換

新規事業領域の開拓

基礎固め
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キャッシュ創出を重視したマネジメント

継続的な損益構造改善による利益創出

３．１） SE15後期 新中期経営計画 基本方針

基本方針

売上高成長を過度に追わず
着実に利益を生み出すマネジメントの推進

既存領域における商品構成を見直し、ビジネスモデルを転換

新規領域での開拓シナリオ･体制を明確にし、積極的に推進

経済・競合状況や自社リソースを考慮し、着実に利益を創出

FY2012をボトムに、安定的に利益を創出する
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３．２） SE15後期 新中期経営計画 業績目標
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既存領域の転換と新規領域の開拓を両立させ着実に利益を創出する

ただし、長期的にはROS:10%、ROE:継続的に10%以上を目指す
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センサー産業機器

デバイス精密機器

情報関連機器
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３．３） SE15後期 新中期経営計画 事業戦略

成長領域を再定義し、中期計画達成に向けた体制を整える

プリンター

IJP

PP

BS

ビジュアル
プロダクツ

PRJ

デバイス
水晶

半導体

精密機器
金属粉末

表面処理加工

プリンティング
システム

ビジュアル
コミュニケーション

マイクロデバイス

プレシジョン
プロダクツ

ウオッチ

センシングシステム

インダストリアルソリューションズ

インクジェットプリンター

ページプリンター

ビジネスシステム

プロジェクター、ＨＭＤ

水晶

半導体

金属粉末

表面処理加工

ウオッチ

全社
P Prj.

M Prj.
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* P：パーソナル、Ｍ：モーション
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ー

産
業
機
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デ
バ
イ
ス

精
密
機
器

事業名称 含まれる事業 開示セグメント
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３．３） a. プリンティングシステム

プリンターから「プリンティングシステム」へプリンターから「プリンティングシステム」へ

インクジェット技術により、新次元の
プリンティング環境を創造する



11

＜既存領域の商品構成見直し＞

• インクジェットプリンターの小型化による競争力強化

• ホーム領域でのモデルミックスの改善

• オフィス向けインクジェットプリンターの展開を加速

＜ビジネスモデル転換、未参入領域の開拓＞

• エマージング市場で高収益ビジネスモデルを確立

• 商業プリンターの領域を拡大

＜徹底して取り組む＞

• ビジネスシステム事業で着実な収益成長を実現

基本戦略

３．３） a. プリンティングシステム
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３．３） a. プリンティングシステム

【市場環境】

中期のＩＪＰ市場はエマージングは数量成長するものの

先進国は減少することから、数量横ばい

【取り組み・成果】

小型化による競争力強化

エマージング地域における採算改善

モデルミックス、価格施策による採算改善

【課題・今後の取り組み】

商品構成・ビジネスモデルの着実な転換

オフィス向けインクジェットプリンターの数量は

拡大できたものの、ラインアップ充実が課題

新型ピエゾヘッド搭載モデルの投入により、競争力強化

ホーム・オフィス

エマージング
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【市場環境】

アナログ印刷からデジタル印刷への置き換えにより、

今後の市場拡大が見込まれる

【取り組み・成果】

フォト・プルーフ市場に加え、サイネージ向けラインアップ

強化、新規領域となるCAD向けモデルを市場投入、

昇華転写テキスタイルへの新規参入

【課題・今後の取り組み】

お客様のワークフローや利用環境などの知見を蓄積し、

ラインアップ強化による事業の拡大を進める

商業プリンター

３．３） a. プリンティングシステム
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【市場環境】

SIDMは中国を中心に需要回復が見られなかった

TMは欧米先進国での需要回復に遅れ

【取り組み・成果】

需要回復がない中においても、収益性を維持

TMの新市場・用途開拓が進捗

【課題・今後の取り組み】

SIDMは、エマージングでの新規需要、政府系・銀行系の

需要取り込み

TMはインテリジェント化やインクジェットによるカラー化で

従来のレシート市場に加え、ノンレシート市場を開拓

新規用途提案により着実に収益成長を果たす

ビジネスシステム

３．３） a. プリンティングシステム
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３．３） b. ビジュアルコミュニケーション

ビジュアルプロダクツから「ビジュアルコミュニケーション」へビジュアルプロダクツから「ビジュアルコミュニケーション」へ

マイクロディスプレイ技術による
全く新しいビジュアルコミュニケーションを創造する
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【市場環境】
従来想定に比べ伸び率は鈍化するものの、

エマージング市場を中心に引き続き数量は成長

【取り組み・成果】

オフィス向けエントリーモデルのラインアップ拡充や

ミドルレンジにおける短焦点・インタラクティブモデルの

強化により、引き続きシェアアップ

【課題・今後の取り組み】

高輝度分野でのソリューション提案、販売体制構築・強化

により事業領域拡大、収益力強化

コア技術であるマイクロディスプレイを応用したHMDは、

人の生活を革新する情報ツールとして新たな価値を創出

基本戦略

・ プロジェクターのあらゆる領域でNo.1となる

・ HMDは、生活を革新する情報ツールとして新たな価値を創出

３．３） b. ビジュアルコミュニケーション
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３．３） c. センシングシステム

「センシングシステム」の新設「センシングシステム」の新設

高精度センサーにより、人の生活を
改善する新しい価値を創造する
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健康・スポーツ・医療などの分野において、高精度センサーにより
データを可視化させ活用する、革新的なツールと価値を提供する

基本戦略

【取り組み・成果】

健康・スポーツ分野向けの商品として、健保向け脈拍計、

GPSランニング機器、他社との協業によるモーション

センシング機器を新規市場投入

ネットワークを通じてセンシングデータの解析・提供を

行うサービスを開始

【課題・今後の取り組み】

健康、スポーツ、医療、設備・インフラ管理分野において、

高精度センサーをベースとした全く新しい形の、

人や生活に密着したデータを可視化させ活用する、

革新的な情報ツールと価値を提供する

３．３） c. センシングシステム
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３．３） d. インダストリアルソリューションズ

高度なメカトロニクスにより、生産性を
革新するロボットや生産機器を創造する

「インダストリアルソリューションズ」の新設「インダストリアルソリューションズ」の新設
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【取り組み・成果】

スカラロボット、小型6軸ロボットの高い実績

インクジェット技術による産業分野への参入、

捺染印刷装置、デジタルラベル印刷装置など

【課題・今後の取り組み】

ロボットはエマージング市場における需要取り込み

捺染・加飾印刷などのラインアップを拡充、

新規ラインヘッド搭載によるラベル印刷装置の製品力強化

インテリジェント化を進め生産現場以外への展開も視野に

基本戦略

精密メカトロニクス技術・インクジェット技術により
産業印刷のデジタル化やロボットの高機能化を先導し、

FA・産業機器分野で新たな価値を創出する

３．３） d. インダストリアルソリューションズ
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３．３） e. マイクロデバイス / プレシジョンプロダクツ

尖らせた技術により、他社にできない
商品を創造し続ける

デバイスから「マイクロデバイス」へ
精密機器から「プレシジョンプロダクツ」へ
デバイスから「マイクロデバイス」へ
精密機器から「プレシジョンプロダクツ」へ
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【これまでの取り組み・成果】

マイクロデバイスは、事業のコンパクト化により安定した

収益構造を構築

ソーラーGPSウオッチなど高付加価値商品による

モデルミックス改善

金属粉末事業、表面処理加工事業の強化

【課題・今後の取り組み】

マイクロデバイスは、ネットワークインフラ向けや先端領域

など付加価値の高い領域を強化

プレシジョンプロダクツは安定した事業運営を行いつつ、

独自技術を先鋭化させ他社にできない商品を創出

３．３） e. マイクロデバイス / プレシジョンプロダクツ

基本戦略

・ QMEMSと半導体との融合により、小型化・高性能化を先導
・ 独自の精密加工技術で他社にできない商品を創出
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680億円△110億円■フリーキャッシュフロー

1,200億円1,197億円■設備投資金額

FY１３～１５累計

（後期新中期目標）

FY１０～１２累計

（参考）
項目

安定配当を基本として
中長期的に連結配当性向30%を目標とする

株主還元の

基本方針

３．４） SE15後期 新中期経営計画 主要指標
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